
（別紙３）

～ 2025年　11月　22日

（対象者数） 25名 （回答者数）
11名

～ 2025年　11月　22日

（対象者数） 8名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

よりよい活動が提供できるように情報収集を行い、新しい活

動を探求したり、職員間で情報を共有し活動内容を充実させ

ている。

2

一人一人の特性や理解度に合わせたプログラムや個別課題を

提供するため、家庭や学校と連携し支援内容の共有を強化し

ている。

3

課題の設定だけでなく、ボッチャの交流戦や法人内バザーな

どで幅広い人との関りの場を提供している。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ホームページやブログでの発信、法人や各事業所の取組等の

更新機会を増やす必要がある。

2

ご家庭や学校、近隣事業所と連携し、イベント情報を収集し

ていく。

3

○事業所名 放課後等児童デイサービス　スタンプ宮前

○保護者評価実施期間
2025年　11月　10日

○保護者評価有効回答数

2025年　11月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　11月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動状況報告や作成した各種マニュアル等の情報発信が不十分

である。

ホームページ等を最大限に活用できていない。

地域交流 法人内での交流やイベントは開催しているが、地域のイベント

に参加する機会が少ない。

高校卒業後の進路や生活を見据え、仕事や趣味の選択肢が増え

るよう、幅広いプログラムを提供している。

曜日毎に活動内容に偏りがないようにプログラムをスケジュー

リングをしている。

基本は将来を見据えた集団での取り組みだが、苦手の克服、得

意を伸ばすため、個別での課題も設定して日々取り組んでい

る。

短期的に反復して同内容の課題に取り組むことで定着を促して

いる。

法人内他事業所との連携 法人内の日中一時支援事業所や生活介護との連携し、将来的に

必要なスキルなどを明確にし、放課後等デイサービス内で早期

に支援に取り入れている。

事業所における自己評価総括表公表


